
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立谷田小学校 ）     学校番号 ００４                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 希望にあふれ みんなに愛される学校        

          

重 点 目 標 

１ ICTの活用による個別最適な学び、探求的な学びの推進《実社会で新しい価値を生み出す力の育成》 
２ 安心・安全で活気ある教育活動の推進《６つの行動目標の励行、あいさつ運動の実施》 
３ 「真の学力」を育むための教育活動の推進《特色を生かした教育活動の推進》 
４ ICTを活用した授業改善《教職員研修の充実》 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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＜現状＞ 

○落ち着いて学習に取り組める児童が多い。令和

４年度の全国学力学習状況調査の児童質問紙の

項目を見ても「勉強は大切」「授業の内容はよ

く分かる」の項目がかなり高い結果となってお

り、学習に対して意欲と目的意識をもって学習

に取組んでいる児童が多い。 

○令和４年度の全国学習・学習状況調査の正答率

は、国語・算数ともに市平均を上回っており、

特に国語の「書くこと」においては、15pt.上回

っている。 

＜課題＞ 

○算数の「変化と関係に関する問題」では、正答

率が、３割を切っており、理由を記述したり、

日常生活の場面に即して判断したりする問題に

ついて課題が見られた。 

・学びの自律化

に向けた情報

端末の活用、

授業改善 

 

 

 

 

①ＩＣＴタイムや授業でドリルパーク等

を活用し、漢字や計算等の基礎基本の

定着に取り組む。 

②全国学力・学習状況調査について、児

童が自己採点を行い、その結果を情

報端末上のシートに入力すること

で、児童が自らの学習状況を把握で

きるようにする。 

③学力向上カウンセリングを受けること

により、課題が見られた点について、

より効果的な手立てを学校全体で共有

する。 

①ＩＣＴタイムや授業でドリルパーク等

を活用し、漢字や計算等の基礎基本の

定着に取り組むことができたか。 

②全国学力・学習状況調査について、児

童が自己採点を行い、その結果を情

報端末上のシートに入力すること

で、児童が自らの学習状況を把握で

きたか。 

③調査結果の分析や学力向上カウンセリ

ング研修を踏まえ、授業改善の視点、

手だてを学年ごとに設定することがで

きたか。 

①朝のパワーアップタイムや授業でドリルパ

ークやスタディサプリを活用し、基礎基本

の定着に向けて取り組むことができた。タ

ブレットを持ち帰り、家庭でもタブレット

による課題を行った。 

②児童が自身の結果を情報端末上のシートに

入力し、全国学力・学習状況調査の自己採

点を行って、自らの学習状況を把握するこ

とができた。 

③学力向上カウンセリング研修を踏まえ、授

業改善の視点、手だてを学年ごとに設定す

ることができた。 

Ａ 

市学習状況調査は、今年度もタブレ

ットによる実施であったが、問題を解

く際に、パソコンの操作スキルが必要

となる。扱いに慣れていない学年や児

童は、問題を解く際にかなり戸惑うこ

とになる。日頃の授業からタブレット

を当たり前に使えることが前提になっ

てくるので、児童がしっかりと活用で

きるよう、意図的に学習計画等に組み

込んで、学年や教員の得手不得手によ

って左右されないようにすることが必

要である。 

 

児童のアンケートの結果を見る
と、挨拶や健康に関する項目な

どに関しては学校だけではな
く、家庭での協力もお願いしな
いと、改善できるものではない

と感じる。ＩＣＴ教育と新型コ
ロナ感染症の影響か、子どもの
考え方も変わってきており、メ

ールやラインでお互いが深入り
しなくなり、こんなものだろう
とあいまいな考え方をして、先

生に相談しない子どももいると
思う。「先生が話を聞いてくれ
ますか」の肯定意見がやや下が

っているのも、先生にゆとりが
ないことを子どもも感じている
のではないか。昨今の子どもの

考え方を親にも理解してもら
い、先生と親がお互いに介入し
合っていくことで、学力向上は

さらに進むと考える。 

・ＳＤＧｓの実

現を目指した

谷 田 小 学 校

「総合的な学

習の時間」の

創出 

 

①総合的な学習の時間を核とし、

STEAMS、SDGs を関連付けた、探求的

な学びを行うための、総合的な学習の

時間の年間指導計画を作成する。 

②教員と児童が共に学び、試行錯誤しな

がら、課題の解決を目指す STEAMS タ

イムを展開する。 

①STEAMS、SDGs を関連付けた、総合的

な学習の時間の年間指導計画を作成で

きたか。 

②STEAMS TIME 実施後のアンケートにお

いて、探求的な学びについての項目で

肯定的な回答が 80 パーセント以上と

なったか。 

①本校の教育目標を踏まえ、各学年とも SDGs

をテーマに STEAMS TIME を位置付けた、総

合的な学習の時間の年間指導計画を作成で

きた。 

②STEAMS TIME 実施後のアンケートにおい

て、探求的な学びについての項目で肯定的

な回答が 8割を超えた。 

Ａ 

年間計画に位置付けた STEAMS TIME

における「探求的な学び」の深まりが

十分でないことが課題である。年間指

導計画を生かした学習活動の充実を図

るとともに、今後の実践を踏まえ、地

域や児童の実態に応じてさらに内容を

見直し、改善していく必要がある。 
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＜現状＞ 

○児童は全体的に落ち着いており、あいさつがよ

くできる。家庭での生活習慣が身に付いている

児童が多い。 

○昨年度、学校内でのけがの報告は１３０９件、

そのうち医療機関を受診したけがは５５件であ

った。 

＜課題＞ 

○学校でのルールを守ることやあいさつなど、教

員からの指導を守らせるだけでなく、なぜそうい

う行動をとるのが大切なのかを子ども自身が考

え、気持ちよく過ごしたり、危険を回避して安全

に生活したりするための力を育てることが課題で

ある。 

 

・「その日のこ

とは、その日

のうちに」の

共通理解と徹

底 

 

 

 

 

 

①生活目標の後に一人一台端末を活用し

たアンケートの実施や心と生活のア

ンケート、なかよしアンケートの定

期的な実施と結果の分析を行い、特

に対象となる児童には、速やかに面

談を行う。 

②教育支援・相談に係る校内委員会で

ICT を活用し、教職員全体で児童の状

況を把握、分析し、適切なタイミン

グで、組織的に支援、相談を行う。 

①学校自己評価に係る教員アンケートに

おいて、関連する項目の肯定的な回答

の割合が８０パーセント以上となった

か。 

②アンケートの結果を受けて児童との面

談を実施し、児童一人の状況を継続的

に把握できる記録を蓄積する。 

①学校評価教員アンケートにおいて、生徒指

導と教育相談の関連する１２項目の肯定的

な回答の割合が 82.5％となった。 

②なかよしアンケートの結果を受けて、教員

が児童との面談を実施し、児童一人ひとり

の状況を把握し、継続して支援していく体

制を整えた。さらに校内委員会を通して、

教職員全体で児童の状況を把握、分析し、

適切なタイミングで、組織的に支援、相談

を行う。 

 

 

 

Ａ 

対象となる児童への速やかな面談や

課題がある児童への組織的な体制での

支援は行っているが、対応や報告が遅

れる場合がある。全教員の「その日の

ことは、その日のうちに」の共通理解

と徹底が引き続き必要である。 

教育支援・相談に係る校内委員会で

の ICT を効果的に活用する点では、十

分でなかったので、今後さらに活用方

法を検討していきたい。 

 

「安心安全」は大きいテーマで

あるので、どうしていけばよい
のか、学校・地域が子どもに伝
えていかないといけない。その

ためには、保護者や大人も、安
心安全で暮らしていないと子ど
もに伝えられないので、大人の

意識が大切である。秋に開催さ
れた谷田公民館文化祭の際、ボ
ランティアの子どもたちが生き

生きとお手伝いをしていた。子
どもは大人を見て学ぶ。子ども
が、自分たちで何かを得るため

には、学校地域が一体になって
伝えていく必要があると感じ
る。 

・安心・安全で

活気ある教育

活動の推進 

①明るく思いやりのある心の育成のため

に「６つの行動目標」「心を潤す４つ

の言葉」の励行、あいさつ運動を実施

する。 

②実施したことをホームページや学年便

り等で、家庭にも周知する。 

①教員が率先して、６つの行動目標と心

を潤す４つの言葉を励行するとともに

掲示したり、家庭に周知したりして共

有を図る。 

②ホームページを週に１度以上更新し、

学校の様子を広く知らせる。 

①「６つの行動目標」「心を潤す４つの言

葉」の励行の他、児童会が中心となってあ

いさつ運動を実施したことで、学校全体の

挨拶への意欲関心が高まった。 

②ホームページを週に１度以上更新し、家庭

に学校の様子を周知できた。また、ＨＰに

各学年ごとのフォルダを新規に作成した。 

 

 

Ｂ 

教員が率先して実践しているが、児

童においては、廊下歩行やあいさつな

どの点でまだ課題がみられる。 

ホームページの各学年ごとのフォル

ダは、各学年の教員に任されているた

め、頻繁に更新できないことが多く、

今後は定期的な更新を図っていく。 
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＜現状＞ 

○学校運営協議会で、目指す児童の姿について熟

議を積み重ね、協働して解決していく児童を地

域全体で育てていくことを共有した。 

＜課題＞ 

○学校運営委員会で共有した目指す児童の姿を、

家庭、地域などに広め、地域の人々と共有でき

るようにする。 

・校庭の芝生を

活用した特色

ある教育活動

の充実 

①芝生を活用した行事や地域を巻き込ん

だ行事を実施し、児童が学校・地域を

大切にする気持ちを育成する。 

②様々な行事等でも芝生を活用し、ホー

ムページや学年便り等で、家庭にも周

知する。 

①芝生活用委員会を中心に、芝生の活用

について検討し、継続的に実施してい

けるように一覧表を作成する。 

②ホームページや学年便りで、芝生を活

用した行事の情報を発信し、家庭、地

域と共有する。 

①芝生を活用した行事や地域を巻き込んだ行

事を実施し、芝生活用委員会を中心に、活

用についての一覧表を作成した。 

②ホームページや学年便りで、芝生を活用し

た行事の情報を家庭、地域に発信し、共有

することができた。 

Ａ 

地域ボランティアさんが手入れをし

てくれるおかげで何とか維持できてい

るが、もともと市の施策で始めた事業

であるので、予算面等、市のバックア

ップを要望する。また、ボランティア

さんが高齢のため、今後の後継者とな

る人材確保も課題である。 

 

谷田小学校の特色である校庭の

芝生の維持管理についてはボラ

ンティアの方々の献身的活動が

あってこそのものと皆感謝して

いる。また、芝生の管理だけで

なく石などの危険物の除去や樹

木の剪定等、安心安全な環境づ

くりにも欠くことできない存在

となっている。中学校とも連携

し、卒業生によるボランティア

活動の場として広い世代で関わ

れるようになるとさらに良い。 

・学校運営の改

善と児童生徒

の健全育成に

向けた谷田小

学校コミュニ

ティ・スクー

ルの実施 

①学校自己評価アンケートを実施すると

ともに、学習状況調査の結果分析等を

活用し、子どもや学校の抱える課題の

解決に向けた取組を進める。 

②策定したプランに基づき、具体的な方

策を決め、学校と地域が協働した取組

を始める。 

①学校自己評価アンケートで、コミュニ

ティ・スクールの取組により、児童の

健全な育成について肯定的な回答をす

る割合が高まったか。 

②谷田小学校運営協議会において具体的

な方策を決め、学校と地域が協働した

取組ができたか。 

①学習状況調査の結果分析等を活用し、子ど

もや学校の抱える課題の解決に向けた取組

を進めた。教員学校評価「連携・協力」の

項目では、児童の健全な育成について肯定

的な回答をする割合が 85.5％であった。 

②谷田小学校運営協議会を中心に、学校と地

域が協働した取組ができた。 

Ｂ 

課題解決に向けて協働していけるよ

うな学校運営協議会のため、メンバー

の定期的な見直しを行っていく。ま

た、ＳＳＮ協議会と防犯ボランティア

会議の合同開催について昨年度から周

知を図っているが、より一層理解が得

られるように努めていく。 
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＜現状＞ 

○昨年から、学校課題研修で、効果的なＩＣＴの

活用方法について、エバンジェリストが中心とな

り、研修を重ねてきた。 

○高学年での教科担任制実施により、より深い教

材研究を行い、授業を行っている。 

＜課題＞ 

○ＩＣＴの活用について、教員間で取り組みの差

が見られる。 

・学校課題研修

を中心とした

学 び の 自 律

化・個別最適

化実現のため

のアクション 

 

 

①ブロック、研究部、そして教科を横断

しての組織的な研修を実施し、全学年

で、研究授業と公開授業を実施する。 

②エバンジェリストを中心に各教科と総

合的な学習の関連を図りながら、

STEAMSタイムの内容の検討と年間計

画への位置付けを行う 

①これまで取り組んできたものに、さら

に修正や付け足しをしながら、誰もが

活用できる谷田小学校ＩＣＴ実践事例

集を作成する。 

②今年度の実践を基に STEAMS タイムを

位置付けた総合的な学習の時間の年間

計画を作成する。 

①ブロックや研究部で教科を横断しての組織

的な研修を実施し、研究授業と公開授業を

実施した。前年度までの物にさらに追加す

る形で、ＩＣＴ実践事例集を作成した。 

②エバンジェリストを中心に今年度の実践を

各教科と総合的な学習との関連を図りなが

ら、STEAMSタイムを位置付けた総合的な学

習の時間の年間計画を作成した。 

Ｂ 

昨年度の反省を踏まえて、専門部単

位での授業準備・指導案検討を行うな

ど、研究組織の機能を充実させること

ができた。しかし、教科を横断しての

取組の成果検証が十分なされていない

ため、今後は、専門部の活動をさらに

充実させ、研修を深めていくことが大

切である。 

 

学校の教員がより良い授業を行

うため日々研修して授業力を高

めていることは伝わってきた。

教員の負担を減らすために、プ

ログラミング教育などの新しい

分野において、専門的知識を有

する人材の活用をさらに進めて

いけるとよいのではなかろう

か。 

 


